
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
は
じ
め
ま
し
た
♪

今月の内容
・日出町公式インスタグラムを開設しました
　（写真は、ひまわりの咲く大神ファームでの撮影）
・平成 30年度日出町職員採用試験
・ 『2018 ひじ産業文化まつり』出展・出店の募集
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日出町職員募集

■第１次試験
　　日　程　　10月14日（日）　※合格者は 11月中旬ごろに第２次試験あり

　　場　所　　日出中学校
■受付期間　　８月６日（月）～31日（金）　※土・日・祝日は除く

■受験申込書の請求方法

【　平成 31 年４月１日付採用予定者　】

①窓口で受け取る
　 総務課窓口で８月２日 ( 木 ) から
配布します。

②郵便で請求する
　 封筒の表に『受験申込書請求』と
朱書きし、140 円切手を貼付した
宛先明記の返信用角形 2号封筒を
同封し、下記へ送付してください。

③ＨＰからダウンロードする
　 日出町ホームページから申込書の様
式をダウンロードできます。
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■職種別採用予定者数及び受験資格

職種 区分
採用

予定者数
受験資格（すべての要件を満たすこと）

一般行政職
[ 事務 ]

上級

6名

昭和 63 年 4月 2日から平成 9年 4月 1日までに生まれた方

一般行政職
[ 事務 ]

初級

○平成 6年 4月 2日から平成 13 年 4月 1日までに生まれた方
○ 学校教育法に基づく大学又は大学院（同等と認められる学校を
含む）を卒業もしくは平成 31 年 3 月 31 日までに卒業見込み以
外の方

一般行政職
[ 土木 ]

初級 1名

○昭和 63 年 4月 2日から平成 13 年 4月 1日までに生まれた方
○ 高等学校もしくは大学で土木課程を専攻し卒業もしくは平成 31
年 3月 31 日までに卒業見込みの人または土木の専門知識・技能
を有する方

保健師 上級 1名
○昭和 63 年 4月 2日から平成 9年 4月 1日までに生まれた方
○ 保健師の資格を有する人または平成 31 年 3 月 31 日までに同資
格を取得見込みの方

■試験内容

　○教養試験（上級は大卒程度、初級は高卒程度）
　○専門試験（土木、保健師のみ）

■提出書類

　以下の書類に必要事項を記入し、総務課に提出してください。
　記入の際には、受験申込書の『記入心得』をよく読んで記入してください。
　①日出町職員採用試験受験申込書
　②日出町職員採用試験受験票
　③受験票送付用の封筒（送付先明記、82 円切手貼付、長形３号）
※受験申込書・受験票には写真を貼付のうえ提出すること。
※受験申込書にある記載事項に相違がない旨の宣誓をする欄に必ず署名をすること。
※郵送で申し込む場合は、申込書は折り曲げずに角形２号の封筒で送付すること。

受験申込書などに必要事項を記入のうえ、
下記まで直接持参または送付してください。

■申込・問合先　総務課  総務人事係　☎ 73-3150（総務課直通）
　〒 879-1592　大分県速見郡日出町 2974 番地 1
　URL　https://www.town.hiji.lg.jp/

たくさんの応募を
お待ちしています！
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HIJI  TOWN  TOPICS 公式 SNS でまちの旬な情報を
リアルタイムで発信中！

日出町公式インスタグラムを開設しました！
　日出町の公式インスタグラムをこのたび開設しました。まちの素
敵な風景、グルメ、イベントの様子などを紹介していきますので、フォ
ローをよろしくお願いします！

　画像や短時間動画を共有する、無料のスマートフォン・アプ
リおよびそれを用いたサービスのこと。写真に特化した SNS
（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）で、スマートフォ
ンなどで撮影した画像を投稿・共有できる。平成30年 6月現在、
日本国内で約 2,000 万人（全世界では約 10 億人）ものユーザー
が利用しているといわれる。近年、『インスタ映え』という言
葉が流行語になるなど、一般の認知も進んでいる。

日出町公式インスタグラムのフォローの方法

①アプリをスマホにインストール

　　　　　　↓

②インスタグラムのアカウントを作成

　　　　　　↓

③ アプリ内で『hiji_town』と検索し、公式アカウ

ントを表示

　　　　　　↓

④『フォローする』のボタンをタップ

　　　　　　↓

⑤以後、投稿があると通知が届きます

※ すでにインスタグラムを利用されている方は、

①・②は省略してください

インスタグラムとは…

『hiji_town』と検索 『フォローする』の
ボタンをタップ

フォローすると
新着通知が来るので
とても便利♪
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HIJI  TOWN  TOPICS

日
出
若
宮
八
幡
神
社

茅
の
輪
く
ぐ
り
と
人
形
流
し

　

若
宮
八
幡
神
社
で
６
月
30
日
、
夏な
ご
し越

の
大お
お
は
ら
え
し
き

祓
式
『
茅ち

の
輪
く
ぐ
り
』
と
『
人ひ
と

形が
た

な
が
し
』
の
神
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
『
茅
の
輪
く
ぐ
り
』
は
、
チ
ガ
ヤ
と

い
う
植
物
を
束
ね
て
作
っ
た
大
き
な
輪

を
、
８
の
字
を
描
く
よ
う
に
３
回
く
ぐ

る
神
事
で
す
。

　
『
人
形
な
が
し
』
は
、
人
形
で
胸
な

ど
を
撫
で
て
か
ら
３
度
息
を
吹
き
か
け

る
神
事
で
、
い
ず
れ
も
罪
や
け
が
れ
を

祓
い
、
無
病
息
災
を
祈
る
も
の
で
す
。

　

大
祓
式
に
は
、
神
社
関
係
者
や
地
域

住
民
な
ど
約
40
名
の
方
が
参
加
。
参
加

者
ら
が
楼
門
の
前
に
設
置
さ
れ
た
茅
の

輪
を
く
ぐ
っ
た
後
、
人
形
な
が
し
の
神

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

茅の輪をくぐる参加者ら

海
水
浴
期
間
中
の
安
全
を
祈
願

糸
ヶ
浜
海
水
浴
場
で
海
開
き

　

７
月
１
日
、
糸
ヶ
浜
海
水
浴
場
安
全

祈
願
祭
（
海
開
き
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
約
30
名
が
出
席
。
海
岸
に
お
神

酒
を
捧
げ
る
清
祓
の
儀
や
、
玉
串
奉
奠

な
ど
の
神
事
が
行
わ
れ
、
海
水
浴
期
間

中
の
無
事
故
を
祈
り
ま
し
た
。

　

本
田
町
長
は
神
事
の
後
の
あ
い
さ
つ

で
「
サ
ッ
プ
テ
ラ
ス
、砂
浜
食
堂
、パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
糸
ヶ
浜
海
浜
公
園

は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
施
設
。
今
年
も
多
く
の
利

用
客
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
さ
っ
そ
く
海
に
出
て
サ
ッ

プ
や
海
水
浴
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の

姿
も
あ
り
ま
し
た
。
糸
ヶ
浜
海
水
浴
場

の
開
設
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

神事の様子

選手宣誓をする西村公一選手

県
体
出
場
選
手
の
選
考

第
14
回
日
出
町
選
手
権
大
会

　

第
14
回
日
出
町
選
手
権
大
会
が
７
月

１
日
、
町
内
の
各
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
28
種
目
の
競
技
で
約
９
５
０
名
の

選
手
が
参
加
。
こ
の
大
会
は
、
県
体
予

選
・
県
体
出
場
選
手
の
選
考
な
ど
を
兼

ね
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
央
体
育
館
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
同
大
会
の
会
長
で
も
あ
る
本
田
町

長
が
「
昨
年
の
大
会
で
は
多
く
の
方
が

優
れ
た
成
績
を
残
し
た
。
本
大
会
で
も

納
得
の
い
く
成
績
を
残
せ
る
よ
う
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

自
転
車
競
技
に
出
場
す
る
西
村
公
一

選
手
が
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神
に
則

り
、
正
々
堂
々
と
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。

吉森社長（中央）と吉田京子取締役（右）

大
神
照
川
区
に
工
場
を
新
設

㈲
ヨ
シ
モ
リ 

工
場
立
地
を
表
明

　

６
月
28
日
、有
限
会
社
ヨ
シ
モ
リ（
本

社
：
大
分
市
）
の
吉
森
千
利 

代
表
取

締
役
ら
が
役
場
を
訪
れ
、
本
田
町
長
に

工
場
立
地
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
主
に
県
内
で
食
肉
加
工
・
販

売
業
を
展
開
。
こ
の
度
、
冷
凍
肉
製
品
製

造
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
事
業
の

拡
張
の
た
め
、
大
神
照
川
区
に
工
場
を
開

設
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

表
明
に
あ
た
り
吉
森
社
長
は
「
本
事

業
に
お
い
て
、
日
出
町
の
振
興
に
も
貢

献
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
日
出
町
は
交
通
ア
ク
セ
ス

の
良
い
町
。
業
績
拡
大
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

同
社
工
場
は
『
肉
の
ヨ
シ
モ
リ
日
出

工
場
』
と
し
て
、
７
月
下
旬
か
ら
操
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
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７
月
８
日
、
藤
原
赤
松
区
清
水
の
公

民
館
で
水
神
祭
と
う
ど
ん
祭
り
が
開
催

さ
れ
、
地
域
住
民
な
ど
約
20
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
神
の
恵
み
に
感
謝
し
、

五
穀
豊
穣
を
願
う
祭
り
で
、
１
０
０
年

以
上
続
く
伝
統
行
事
。
毎
年
、
神
事
の

後
の
直な
お
ら
い会
で
う
ど
ん
が
振
る
舞
わ
れ
る

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
地
域
で
は
、
水
の
清
ら
か

さ
を
生
か
し
た
『
ワ
サ
ビ
栽
培
』
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
冷
や
し
う
ど
ん
の

薬
味
と
し
て
、
採
れ
た
て
の
ワ
サ
ビ
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

う
ど
ん
の
他
に
も
、
冷
奴
、
ひ
や
き

（
小
麦
粉
を
使
用
し
た
パ
ン
ケ
ー
キ
の

よ
う
な
焼
き
菓
子
）
な
ど
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
は
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

冷
や
し
う
ど
ん
と
採
れ
た
て
ワ
サ
ビ
に
舌
鼓

藤
原
赤
松
区
清
水
で
う
ど
ん
祭
りうどんを味わう参加者ら

７
２
４
柱
の
冥
福
を
祈
る

日
出
町
戦
没
者
追
悼
式

　

７
月
６
日
、
平
成
30
年
度
日
出
町
戦

没
者
追
悼
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
７
２
４

柱
の
町
出
身
者
に
対
し
、
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

　

本
田
町
長
は
式
辞
の
な
か
で
「
現
在

の
平
和
と
繁
栄
は
、
戦
争
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
と
そ
の
ご
家
族
ら
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
」
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
員
で
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

日
出
町
遺
族
会
連
合
会
の
一
宮
敬け
い
じ司

会
長
が
「
も
う
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
が
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
で
あ
る
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

参
列
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
た

後
、
日
本
詩
吟
学
院 

岳
星
会 

日
出
支

部
代
表
の
目も
く
だ
い代
岳が
く
ぎ
ょ
く玉
氏
に
よ
る
追
悼

吟
で
閉
式
し
ま
し
た
。

献花を行う参列者ら

惠良将大さん（中央）と長野心美さん（右から2番目）

日
出
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
２
選
手

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
全
国
大
会
出
場

　

７
月
５
日
、
第
19
回
全
国
小
学
生
Ａ

Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
出
場
す
る

選
手
ら
が
役
場
を
訪
れ
、
本
田
町
長
に

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
出
場
す
る
の
は
、
日
出

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
（
中

山
勝
臣
代
表
）
に
所
属
す
る
惠え

ら良
将し
ょ
う
た大

さ
ん
、
長
野
心こ
こ
み美
さ
ん
（
い
ず
れ
も
日

出
小
６
年
生
）。

　

町
長
は
「
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
る
よ

う
、
大
会
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

選
手
の
２
人
は
「
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
た
い
」「
１
勝
で
も
多
く
勝
ち
た

い
」
な
ど
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。
全
国
大
会
は
８
月
10
日
か
ら
12
日

ま
で
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
た
第
67
回
祐
徳

本
因
坊
戦
（
囲
碁
）
中
学
生
の
部
で
準

優
勝
に
輝
い
た
福
本
龍り
ゅ
う
き生
さ
ん
（
日
出

中
１
年
生
）
が
、
７
月
５
日
、
母
・
あ

ゆ
み
さ
ん
と
と
も
に
役
場
を
訪
れ
、
本

田
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

福
本
さ
ん
は
、
準
決
勝
戦
で
佐
賀
県

代
表
に
勝
利
し
、
決
勝
戦
で
は
鹿
児
島

県
代
表
に
僅
差
で
敗
れ
、
惜
し
く
も
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
39
回
少
年
少
女
囲
碁
大
会

大
分
県
大
会
（
中
学
生
の
部
）
で
も
優

秀
な
成
績
を
収
め
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う

奮
闘
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

　

福
本
さ
ん
は
「
ミ
ス
を
少
な
く
し
、

勝
ち
進
め
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

第
67
回
祐
徳
本
因
坊
戦
（
囲
碁
）

福
本
龍
生
さ
ん
が
準
優
勝

準優勝に輝いた福本龍生さん（中央）

HIJI  TOWN  TOPICS
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香月さん（前列中央）と伊東さん（前列右）

た
め
池
に
落
ち
て
い
た
高
齢
者
を
救
助

香
月
さ
ん
、
伊
東
さ
ん
に
感
謝
状

　

７
月
９
日
、
杵
築
速
見
消
防
組
合
日

出
消
防
署
で
、
香か
つ
き月
恵
理
さ
ん
、
伊
東

正
さ
ん
（
い
ず
れ
も
藤
原
南
部
区
）
に
、

細
田 

徹 

消
防
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
の
未
明
、
た
め
池
に
落
ち

て
い
た
85
歳
の
女
性
が
「
助
け
て
」
と

声
を
上
げ
て
い
る
の
を
聞
き
、
香
月
さ

ん
が
現
地
に
駆
け
つ
け
救
助
に
当
た
り

ま
し
た
。
１
人
で
は
難
し
い
と
判
断
し

た
香
月
さ
ん
は
、
近
所
の
伊
東
さ
ん
を

呼
び
、
２
人
で
女
性
を
救
助
。

　

細
田
消
防
長
は
「
日
頃
の
近
所
付
き

合
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
尊
い
命
が

救
わ
れ
た
と
い
え
る
。
迅
速
な
対
応
と

冷
静
な
判
断
に
感
謝
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

香
月
さ
ん
と
伊
東
さ
ん
は
「
女
性
が

助
か
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

小
学
生
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
全
国
出
場

　

７
月
９
日
、
小
学
生
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
『
藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー

ズ
』（
渡
辺
英
俊
監
督
）
の
選
手
ら
が

役
場
を
訪
れ
、
第
38
回
全
国
大
会
（
８

月
７
〜
９
日
・
神
奈
川
県
）
へ
の
出
場

報
告
を
本
田
町
長
に
行
い
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
７
月
に
中
津
市
で
行

わ
れ
た
全
日
本
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
県
大
会
に
お
い
て
、
全
試
合
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
で
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
全
国
大
会
で
も
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
し
っ
か
り
と
発
揮
し
て
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
中
村
彩さ

き樹
さ
ん
（
大

神
小
６
年
生
）
は
「
笑
顔
で
し
っ
か
り

と
勝
ち
上
が
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

藤原フェアリーズの選手ら

2018.8 ⑥2018.8⑦



▼
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

　

10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た

　

年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に

応
じ
て
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額
が
変

わ
る
た
め
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
の
全
期
間
の
保
険
料
を
納
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
資
格
期
間
（
保
険
料
を
納
付
し
た

期
間
や
免
除
し
た
期
間
等
）
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
は
最
低
25
年
必
要
で
し
た

が
、
平
成
29
年
８
月
に
10
年
に
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。

　

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、
資
格
期

間
が
10
年
以
上
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
方
に
は
、
ご
自
宅
宛
に
老
齢
年
金
の

請
求
書
（
黄
色
い
封
筒
）
が
発
送
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

黄
色
の
請
求
書
が
届
か
な
い
方
で

も
、
任
意
加
入
の
申
し
出
に
よ
り
期
間

を
加
え
た
り
、
合
算
対
象
期
間
を
含
め

て
、
年
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
年
金

加
入
期
間
の
確
認
の
お
知
ら
せ
」
が
届

い
た
ら
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
自

分
の
加
入
期
間
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、

年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る

と
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
後

納
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
過
去
５
年
以

内
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
し

て
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成
30
年
９
月
末

ま
で
。
10
月
か
ら
は
2
年
分
の
み
）。

ま
も
な
く
、
制
度
が
終
了
し
ま
す
。
お

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
審
査
の
結
果
、
後
納

制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ

け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先

○
別
府
年
金
事
務
所

☎
22
‐
５
１
１
１

○
住
民
課　

年
金
係

☎
73
‐
３
１
２
２

▼
平
成
30
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事

　

責
任
技
術
者
共
通
試
験

■
日
時　

10
月
28
日
（
日
）

　

９
時
45
分
〜
12
時

■ 

場
所　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分　

３
階

大
会
議
室
（
大
分
市
）

■
受
験
資
格

　

 

試
験
日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

高
等
学
校
等
を
卒
業
し
、
排
水
設
備

工
事
等
の
設
計
ま
た
は
施
工
の
実
務

経
験
（
土
木
、
建
築
、
設
備
、
衛
生

工
学
科
等
を
卒
業
し
た
方
は
不
要
、

そ
の
他
の
方
は
１
年
以
上
）
を
有
す

る
方

② 

排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た
は
施

工
に
関
し
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
方

③ 

専
修
学
校
等
に
お
い
て
土
木
課
程
等

を
修
了
し
た
方
、
お
よ
び
公
共
職
業

能
力
開
発
施
設
に
お
い
て
配　

管
科

を
修
了
し
た
方

④ 

農
業
集
落
排
水
施
設
等
の
工
事
の

設
計
ま
た
は
施
工
の
実
務
経
験
（
高

等
学
校
等
を
卒
業
し
た
方
は
１
年
以

上
、
そ
の
他
の
方
は
２
年
以
上
）
を

有
す
る
方

■ 

受
付
期
間　

９
月
３
日
（
月
）
〜
９

月
14
日
（
金
）

■
受
験
手
数
料　

５
０
０
０
円

※ 

受
験
申
込
者
が
事
前
に
振
替
払
込
書

に
て
払
い
込
み

■
そ
の
他

　

 

受
験
申
込
書
は
、
上
下
水
道
課
下
水

道
管
理
係
で
配
布
中

■
申
込
・
問
合
先

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
管
理
係

☎
73
‐
３
１
２
４

▼
平
成
30
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事 

　

責
任
技
術
者
更
新
講
習

■
日
時　

11
月
８
日
（
木
）

　

10
時
〜
12
時
／
14
時
〜
16
時

■ 

場
所　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分　

４
０
９
会
議
室
（
大
分
市
）

■
受
講
対
象
者

　

 

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
登
録
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
有
効
期
限　

が
平
成
31
年
３
月

31
日
と
な
っ
て
い
る
方

■ 

受
付
期
間　

８
月
１
日
（
水
）
〜
８

月
14
日
（
火
）

■
受
講
手
数
料　

３
０
０
０
円

※ 

受
講
申
込
者
が
事
前
に
振
替
払
込
書

に
て
払
い
込
み

■
申
込
・
問
合
先

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
管
理
係

☎
73
‐
３
１
２
４

▼ 

農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
に
基
づ

き
、
毎
年
８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
農

地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
が
地
域
を

巡
回
し
、
農
地
の
所
有
者
に
対
す
る
利

用
意
向
の
確
認
や
、
無
断
転
用
に
対
す

る
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
際
に
は
、
所
有
者
の
方
に
お

尋
ね
す
る
場
合
や
、
農
地
の
中
に
立
ち

入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
ご
不
明

な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
73
‐
３
１
２
５

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
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▼
ほ
の
ぼ
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

家
族
、
友
人
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
あ
な
た
の
感
じ

た
『
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ひ
と
コ
マ
』
を

写
真
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
作
品
（
①
②
の
い
ず
れ
か
）

①
日
出
町
、
杵
築
市
、
国
東
市
に
居
住

　

ま
た
は
通
勤
、
通
学
さ
れ
て
い
る
方

② 

同
地
内
で
撮
影
さ
れ
た
作
品

※ 

②
の
場
合
は
、
撮
影
場
所
が
分
か
る

よ
う
必
ず
市
町
村
名
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
規
格

　

 

規
格
は
、
２
Ｌ
サ
イ
ズ
で
、
白
黒
・

カ
ラ
ー
い
ず
れ
で
も
可

■
募
集
期
間

　

８
月
10
日
〜
10
月
10
日

■
応
募
方
法

　

 

作
品
の
題
名
と
簡
単
な
説
明
、
撮
影

場
所
、
撮
影
年
月
日
、
撮
影
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

写
真
と
同
封
し
て
以
下
へ
ご
送
付
く

だ
さ
い
。

■
応 

募 

先

〒
８
７
３
‐
０
０
０
１

　

 

杵
築
市
大
字
杵
築
６
６
５
‐
１
３
７

　

杵
築
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
９
７
８
‐
62
‐
２
２
７
１

■ 

主
催　

杵
築
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
・
大
分
地
方
法
務
局
杵
築
支
局

■
後
援　

日
出
町
、
杵
築
市
、
国
東
市

▼
還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

■ 

不
審
な
電
話
・
訪
問
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

 

全
国
各
地
で
、
還
付
金
詐
欺
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
・
日

本
年
金
機
構
・
市
町
村
・
広
域
連
合

の
職
員
な
ど
を
装
い
、『
年
金
の
払

い
戻
し
が
あ
る
』『
医
療
費
の
戻
り

が
あ
る
』
な
ど
と
高
齢
者
が
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
だ
ま
し
取
ら
れ

た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
さ
れ
た
り
し

て
口
座
か
ら
現
金
を
引
き
出
さ
れ
る

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

■
不
審
な
電
話
・
訪
問
が
あ
っ
た
ら

　

 

不
審
に
思
わ
れ
た
時
に
は
、
す
ぐ
に

お
住
ま
い
の
市
町
村
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　

健
康
増
進
課　

国
保
医
療
係

☎
73
‐
３
１
３
３

▼ 

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
開
発
に
は
、

長
い
年
月
と
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
そ
の
た
め
一
定
の
期
間
、
特
許

で
守
ら
れ
て
お
り
、
値
段
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

そ
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発
売
さ
れ
る

先
発
医
薬
品
と
同
一
の
有
効
成
分
、
同

等
の
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品
で
、

先
発
医
薬
品
に
比
べ
て
低
価
格
で
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

先
発
医
薬
品
よ
り
安
価
で
、
経
済
的

で
す
。

　

 

患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
の
軽
減
、
医

療
保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま

す
。

■ 

効
果
や
安
全
性
は
、
先
発
医
薬
品
と

同
等
で
す
。

　

 

国
で
は
、
後
発
医
薬
品
が
先
発
医
薬

品
と
同
レ
ベ
ル
の
品
質
・
有
効
性
・

安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
厳
し
い
基
準
で
審
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
診
察
の
時
に
医
師
や
、
薬
剤

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
言
い

づ
ら
い
方
は
、
市
町
村
窓
口
に
設
置
、

ま
た
は
７
月
に
送
付
し
ま
し
た
新
し
い

被
保
険
者
証
に
同
封
の
『
後
期
高
齢
者

医
療
の
し
お
り
』
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
』
を
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　

健
康
増
進
課　

国
保
医
療
係

☎
73
‐
３
１
３
３

▼
訪
問
健
康
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

後
期
高
齢
者
の
方
に
訪
問
健
康
相
談
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

専
門
知
識
と
経
験
を
も
っ
た
健
康
相

談
員
（
保
健
師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養

士
の
い
ず
れ
か
）
が
ご
自
宅
を
訪
問
し

て
、
健
康
管
理
や
日
常
生
活
な
ど
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
あ
っ
た
ア
ド

バ
イ
ス
や
ご
相
談
を
行
う
も
の
で
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
ご
案
内
を
お
届
け

し
ま
す
。
ご
案
内
後
に
、
訪
問
日
時
を

調
整
す
る
た
め
ご
連
絡
を
い
た
し
ま

す
。

■
対 

象 

者

　

後
期
高
齢
者
で
ご
案
内
が
届
い
た
方

※
対
象
者
は
県
内
５
０
０
名
程
度
で
す

■
実
施
時
期

　

平
成
31
年
２
月
ま
で
（
予
定
）

■
問
合
先

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　

健
康
増
進
課　

国
保
医
療
係

☎
73
‐
３
１
３
３
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▼
水
は
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す

　

８
月
１
日
は
『
水
の
日
』

　

８
月
１
日
〜
７
日
は
『
水
の
週
間
』

　

水
は
私
達
の
毎
日
の
暮
ら
し
や
、
農

業
、
工
業
な
ど
の
産
業
活
動
、
経
済
活

動
を
支
え
る
貴
重
な
資
源
で
す
。

　

ま
た
、
水
が
つ
く
り
だ
す
豊
か
で
潤

い
の
あ
る
環
境
は
、
私
達
の
心
に
ゆ
と

り
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
水
資
源
の
有
限
性
、

水
の
貴
重
さ
お
よ
び
水
資
源
開
発
の
重

要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

上
下
水
道
課

☎
73
‐
３
１
３
４

▼
農
業
用
た
め
池
・
用
水
路
で
の

　

事
故
防
止
に
つ
い
て

　

た
め
池
は
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た

め
の
施
設
で
あ
り
、
農
作
業
が
盛
ん
に

な
る
こ
の
時
期
は
、
水
路
や
た
め
池
の

水
位
が
高
く
大
変
危
険
な
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
転
落
等
に
よ
る
痛
ま
し
い

水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
以
下
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

た
め
池
の
敷
地
内
に
入
る
事
は
、
関

係
者
以
外
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

め
池
で
、
釣
り
や
水
遊
び
な
ど
は
絶

対
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
た
め
池
で
遊
ん
で
い
る

人
を
見
か
け
た
ら
、
遊
ば
な
い
よ
う

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

日
頃
か
ら
た
め
池
や
多
く
の
水
が
流

れ
る
水
路
周
辺
に
は
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

た
め
池
の
関
係
者
は
、
日
頃
よ
り
見

回
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

農
林
水
産
課

☎
73
‐
３
１
２
７

▼
漁
港
利
用
マ
ナ
ー
と
安
全
対
策
に

　

つ
い
て

　

夏
も
本
番
に
な
り
、
漁
港
へ
釣
り
に

出
か
け
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
漁

港
は
多
く
の
人
が
使
う
場
所
で
す
。
マ

ナ
ー
や
安
全
に
注
意
し
、
漁
業
者
や
地

元
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

○ 

弁
当
の
容
器
や
空
き
缶
、
余
っ
た

餌
、
釣
り
針
な
ど
、
出
し
た
ゴ
ミ
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

釣
針
や
テ
グ
ス
な
ど
は
子
ど
も
の
事

故
や
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
決
し
て
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
オ
キ
ア
ミ
な
ど
の
餌
を

放
置
す
る
と
悪
臭
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
余
っ
た
餌
は
各
自
で
持
ち

帰
る
と
と
も
に
、
地
面
に
こ
ぼ
れ
た

餌
は
海
水
で
流
す
な
ど
の
始
末
を
お

願
い
し
ま
す
。

○ 

漁
港
に
は
漁
業
者
の
使
う
道
具
が
置

い
て
あ
り
ま
す
。
漁
網
は
踏
ま
ず
に

迂
回
す
る
、
漁
船
の
近
く
で
は
釣
り

を
し
な
い
な
ど
、
漁
具
漁
船
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
水
中
の
見
え
な
い
場
所
に
も
係

留
用
の
ロ
ー
プ
や
錨
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
仕
掛
け
な
ど
を
引
っ
か
け
て
し

ま
っ
た
際
は
、
無
理
に
引
っ
張
っ
た

り
せ
ず
、
漁
具
を
優
先
し
た
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
安
全
対
策
に
つ
い
て

○ 

可
能
な
限
り
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な

ど
の
安
全
装
備
を
着
用
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
い
る
場
合

は
子
ど
も
用
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な

ど
を
用
意
し
、
特
に
事
故
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

○ 

天
候
の
変
化
に
注
意
し
、
波
が
高
い

時
や
風
が
強
い
時
は
海
に
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

夏
場
の
釣
り
で
は
、
帽
子
を
被
る
、

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
な
ど
、

熱
中
症
や
脱
水
症
状
の
対
策
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

農
林
水
産
課

☎
73
‐
３
１
２
７

▼
み
か
ん
訪
果
害
虫
に
対
す
る

　

防
除
協
力
の
お
願
い

　

大
分
県
で
は
み
か
ん
訪
果
害
虫
の
撲

滅
を
め
ざ
し
て
お
り
、
防
除
の
徹
底
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
み
か
ん
を
出
荷
し

て
い
る
方
の
み
な
ら
ず
、
ご
家
庭
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
方
も
対
象
で
す
。
防
除

方
法
を
守
り
、
１
本
で
も
植
え
て
い
る

方
は
防
除
を
行
い
、
害
虫
の
発
生
を
防

ぐ
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
品
種

　

 

果
皮
が
薄
い
（
２
〜
３
㎜
以
下
）
品

種
す
べ
て

　

 （
例
）
温
州
み
か
ん
（
極
早
生
、
早

生
、
普
通
）、
小
み
か
ん
、
ポ
ン
カ
ン
、

キ
ン
カ
ン
、
は
る
み　

な
ど

■
防
除
薬
剤

　

モ
ス
ピ
ラ
ン
Ｓ
Ｌ
液
剤　

２
０
０
０
倍

※ 

農
薬
を
使
用
の
際
は
、
使
用
回
数
や

使
用
量
お
よ
び
使
用
方
法
を
守
っ
て

安
全
に
使
用
し
、
周
辺
へ
の
飛
散
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
防
除
期
間

○
１
回
目
防
除

　

７
月
27
日
（
金
）
〜
29
日
（
日
）

○
２
回
目
防
除

　

８
月
24
日
（
金
）
〜
26
日
（
日
）

※ 

た
だ
し
、
極
早
生
は
８
月
上
旬
〜
中

旬
の
１
回
の
み

■
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

① 

樹
の
周
囲
を
回
り
な
が
ら
、
ム
ラ
無

く
丁
寧
に
散
布

② 

果
実
に
薬
液
を
確
実
に
付
着
さ
せ
る

た
め
、
樹
高
の
切
り
下
げ
や
枝
抜
き

を
行
う

③ 

山
際
・
防
風
林
際
な
ど
の
日
当
た
り

の
悪
い
場
所
の
散
布
は
特
に
丁
寧
に

行
う

■
問
合
先　

農
林
水
産
課

☎
73
‐
３
１
２
７
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▼ 
成
人
式
を
自
分
の
手
で
企
画
し
て

　

み
ま
せ
ん
か

　

平
成
31
年
日
出
町
成
人
式
を
企
画
・

運
営
す
る
実
行
委
員
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
対
象
（
以
下
の
年
齢
に
該
当
す
る
町
民
の
方
）

　

 

 20
歳
（
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成

11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■
役
割

① 

実
行
委
員
会
（
年
４
回
程
予
定
）
に

参
加
し
、
第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
、
成
人
式
に
関
わ
る
事
項
に

つ
い
て
協
議
す
る

②
当
日
の
成
人
式
を
運
営
す
る

■
申
込
締
切　

８
月
31
日
（
金
）

■ 

申
込
先

　

生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
73
‐
３
１
５
６

▼
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進
に
つ
い
て

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
食
べ
物
、い
わ
ゆ
る
『
食
品
ロ
ス
』

が
日
本
で
は
年
間
約
６
２
１
万
㌧
（
平

成
26
年
度
推
計
）
発
生
し
て
い
ま
す
。

国
民
１
人
１
日
あ
た
り
の
食
品
ロ
ス
量

は
、お
茶
碗
約
１
杯
分
（
約
１
３
４
㌘
）

の
ご
飯
の
量
に
相
当
し
ま
す
。
食
品
ロ

ス
の
一
部
は
、
肥
料
や
飼
料
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
と

ん
ど
は
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
食

品
ロ
ス
の
削
減
は
、
ご
み
の
減
量
化
、

食
糧
の
有
効
利
用
や
環
境
負
荷
へ
の
配

慮
か
ら
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
食

品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
に
、『
も
っ

た
い
な
い
』
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に

し
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
食
品
ロ
ス
を

減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※ 

食
品
ロ
ス･･･

消
費
期
限
・
賞
味
期

限
切
れ
や
食
べ
残
し
、過
剰
除
去
（
皮

を
厚
く
剥
く
な
ど
）
に
よ
り
、
本
来

食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
が
ご
み

と
な
っ
た
も
の
。

■
家
庭
で
で
き
る
取
組
例

①
買
物
、
保
存
の
際
に
で
き
る
取
組
例

○ 

買
い
物
に
行
く
前
に
食
品
の
在
庫
を

確
認
し
、
必
要
な
も
の
を
メ
モ
な
ど

し
て
買
い
物
に
い
き
ま
し
ょ
う
。 

○ 

バ
ラ
売
り
や
量
り
売
り
な
ど
を
利
用

し
て
、
使
い
切
れ
る
分
だ
け
購
入
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

○ 

食
品
の
消
費
期
限
、
賞
味
期
限
を
こ

ま
め
に
確
認
し
、
期
限
が
短
い
も
の

か
ら
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

○ 

食
材
ご
と
に
適
し
た
保
管
方
法
で
食

材
を
長
持
ち
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

②
調
理
、
食
事
の
際
に
で
き
る
取
組
例

○ 

料
理
は
食
べ
き
れ
る
分
を
考
え
て
作

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

○ 

中
途
半
端
に
残
っ
た
食
品
は
別
の
料

理
に
活
用
す
る
な
ど
、
使
い
切
る
工

夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

○ 

野
菜
の
皮
に
も
栄
養
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
捨
て
て
い
た
皮
や

葉
も
工
夫
し
て
調
理
し
て
み
ま
し
ょ

う
。  

○ 

食
べ
き
れ
な
か
っ
た
料
理
は
、
保

存
し
な
る
べ
く
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ

う
。 

■
会
食
・
宴
会
の
際
に
で
き
る
取
組
例 

○ 

会
食
・
宴
会
の
幹
事
の
方
は
、
事

前
に
参
加
者
の
性
別
や
年
齢
、
好
み

を
お
店
に
伝
え
て
適
量
を
注
文
し
ま

し
ょ
う
。

○ 

会
食
・
宴
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

料
理
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
る
テ
ー
ブ

ル
が
あ
っ
た
ら
他
の
テ
ー
ブ
ル
に
分

け
た
り
、
大
皿
の
料
理
は
小
分
け
に

し
て
食
べ
や
す
く
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

○ 

30
・
10
（
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
）

運
動
を
実
施
す
る
。

※ 

 30
・
10
運
動
と
は
、
食
べ
残
し
を
減

ら
す
た
め
の
運
動
で
、『
乾
杯
後
の

30
分
間
は
、
席
を
立
た
ず
に
料
理
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
』『
宴
会
終
了
前

の
10
分
間
は
、
再
度
席
に
つ
い
て
料

理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
』
と
呼
び
か

け
を
行
う
も
の
で
す
。
職
場
や
友
人

と
の
宴
会
な
ど
で
、
積
極
的
に
30
・

10
運
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

『
消
費
期
限
』
と
『
賞
味
期
限
』
の

違
い

●
消
費
期
限

　

 

開
封
し
て
い
な
い
状
態
で
、
表
示
さ

れ
て
い
る
保
存
方
法
に
従
っ
て
保
存

し
た
と
き
に
、
食
べ
て
も
安
全
な
期

限
を
示
し
て
い
ま
す
。
消
費
期
限
内

に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
賞
味
期
限

　

 

開
封
し
て
い
な
い
状
態
で
、
表
示
さ

れ
て
い
る
保
存
方
法
に
従
っ
て
保
存

し
た
と
き
に
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
期
限
を
示
し
て
い
ま
す
。
賞
味
期

限
を
過
ぎ
て
も
食
べ
ら
れ
な
く
な
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、『
賞

味
期
限
』
に
つ
い
て
は
、
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も

食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
賞
味
期
限
が
切
れ
た
食

べ
物
は
、
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

見
た
目
や
に
お
い
な
ど
か
ら
自
分
で

判
断
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

食品ロス削減のため、

おいしく食べきりましょう

2018.8 ⑩2018.8⑪



■日時

○８月 15日（水）12時頃

　『終戦の日』…戦没者の追悼と、恒久の平和を祈念して

○９月１日（土）12時頃

　『防災の日』…防災に対する意識をさらに深める意味を込めて

■場所　　町内の防災行政無線設置場所（38カ所）

■問合先　総務課  危機管理室　☎ 73-3150

土地開発公社の土地を売却します

地番 面積（㎡） 坪数 価格（円）

3348 番３
366.75

110.9 8,288,000
22,600 円 /㎡

サイレンの吹鳴について

防災行政無線電話確認ダイヤル
（フリーダイヤル）

防災無線を聞きのがした際に、
電話にて内容確認をすることができます。

　０１２０- ６
む な さ わ ぎ に お う と う

７３-０１０

■所在地

　日出町大字豊岡 3348 番地３

■地域指定

　都市計画区域（第１種中高層住居専用地域）

■分譲条件

○購入後おおむね２年以内に建築工事に着手できる方

○建物は、一戸建て住宅とします。

■インフラ

　前面町道、上下水道整備済み、

　ガスは戸別プロパンガス

■アクセス

○ＪＲ豊後豊岡駅まで徒歩５分

○町立豊岡小学校まで徒歩２分

■申込締切

　８月 20日（月）17時まで

※申込多数となった場合は、抽選になります。

■申込・問合先

　財政課  管財係　☎ 73-3153

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
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８月から介護保険の利用者負担の割合が変わります

　介護保険のサービスを利用した時の利用者負担の割合は、原則としてサービスにかかった費用の１割または２割で

したが、平成 30年８月から一定以上の所得がある方の利用者負担の割合が３割となります。

　利用者負担の判定基準

３割

以下の両方に該当する方

　①本人の合計所得金額（※ 1）が 220 万円以上

　②同じ世帯にいる 65歳以上の方の「年金収入＋その他の合計所得金額※ 2」が

　　単  身  世  帯 ：340 万円以上

　　２人以上世帯  ：463 万円以上

２割

３割の対象とならない方で、以下の両方に該当する方

　①本人の合計所得金額（※ 1）が 160 万円以上

　②同じ世帯にいる 65歳以上の方の『年金収入＋その他の合計所得金額（※ 2）』が

　　単  身  世  帯 ：280 万円以上

　　２人以上世帯  ：346 万円以上

１割 上記以外の方

※１ 　 『合計所得金額』とは、収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除

などの所得控除をする前の金額です。なお、平成 30年 8月から『合計所得金額から長期譲渡所得及び短期譲

渡所得に係る特別控除額』を控除した金額を用います。

※２ 　『その他の合計所得金額』とは、合計所得金額から『公的年金等に係る雑所得』を控除した金額です。

　介護保険負担割合証の交付

　『介護保険負担割合証』の適用期間は毎年

８月１日から翌年７月 31 日までです。要介

護・要支援認定者や事業対象者には、利用者

負担の割合が記載されている『介護保険負担

割合証』を７月中に自宅に郵送していますの

で、ご確認ください。

■問合先

　健康増進課  介護保険係

　☎ 73-3136
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■展示期間
　11月３日（土）９時 30分～ 16時
　11月４日（日）９時 30分～ 15時

■会場　 中央体育館　

■対象者　日出町民
※ ただし、日出町外者の方も町内で活動していれば、
出展可能です。

■出展料　無料

■出展内容
　 工芸、盆栽、さつき、山野草、書道、絵画、華道、
陶芸、写真ほか

※食べ物や生き物などは展示不可　
※中央体育館内では、企業ブースの出展募集はありま
せん。

■展示スペース
○背面パネル 1枚（幅 90cm×高さ 225cm）
○ 長机半スペース（幅 90cm ×奥行 60cm ×高さ
70cm）

■受付期間　８月１日（水）～９月７日（金）

■申込方法 
　 生涯学習課（中央公民館）にお越しいただくか、『出
展申込書』を郵送またはＦＡＸにてご提出ください。

※ 『出展申込書』は町のホームページからダウンロー
ドできます。

■その他  
○ 応募者多数の場合、事務局により調整させていただ
きます。

○ 展示レイアウト、出展の可否についてご希望に添え
ない場合もありますので、あらかじめご了承くださ
い。

■問合先　日出町教育委員会  生涯学習課
　　　　　☎ 73-3156　　FAX　72-8680
　　　　　メール　shogaigakushu@town.hiji.lg.jp
　　　　　住所　〒 879-1506　日出町 3891-2
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■出展・出店の要件
①  町内在住者で農林水産業に従事し、農林水産物お
よび加工品を販売しようとする方

②  町の特産品として製造、展示、販売しようとする
方

③  町内に事業所を有する事業者で、自社の活動、製
品などをＰＲ・販売しようとする方

④ その他、福祉団体、非営利団体など

■募集区画
　 屋外テントコーナー 1/2 張り（3.6 ｍ× 2.7 ｍを基
本サイズとします）

■出展・出店内容
　 主に農林水産物の加工販売、飲食販売、相談情報提
供など

■出展・出店料　無料 

■受付期間　８月１日 ( 水 ) ～８月 31日 ( 金 )

■申込方法
○日出町役場農林水産課窓口にお越しください。
※ 『出展等申込書兼誓約書』、『出展等要領』は日出町
ホームページからダウンロードできます。

※ 誓約事項を必ず確認し、必要事項記入のうえ、農林
水産課窓口に提出してください。

○ 申込書の記入事項
　 出展要件の項目、申込者屋号（または事業所名）、
代表者氏名、住所、連絡先、出展部門、水道電源、
お楽しみ抽選会用の提供景品と数量

■お楽しみ抽選会への協力 
　 出展・出店される店舗や会社・団体などから抽選会
用の景品を提供していただきます。会社・商品など
のＰＲの一環として 『景品』の提供にご理解とご協
力をお願いいたします。

【景品例】
・当日商品券 300 円×３枚×２日＝ 1,800 円分
・商品 200 円程度× 5点×２日＝ 2,000 円程度
・チケット類・販促物など、会社や団体のＰＲ用として、
２日分で 2,000 円程度　など

■その他
　 会場が限られるため、出展・出店場所は事務局にて
決定させていただきます。なお、応募者多数の場合
は、希望区画を縮小させていただくことがあります
ので、あらかじめご了承ください。

■問合先　農林水産課 
　　　　　☎ 73-3127　FAX　73-3169
　　　　　メール  nourinsuisan@town.hiji.lg.jp
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募集内容

■採用予定数　若干名（うち、救急救命士取得者含む）

■受験資格　　①平成 5年 4月 2日から平成 13年 4月 1日までに生まれた方

　　　　　　　②採用後、業務の都合上、管内（杵築市・日出町）に居住できる方

■身体条件

　視力両眼とも 0.5 以上、または矯正視力が 1.0 以上で聴力・四肢いずれも正常な方

■免許

　第一種運転免許（ＡＴ限定除く）を取得している方または採用時までに取得見込みの方（その他条件あり）

※成績が基準点に達する方がいない場合は採用しないことがあります

共通事項

■受験できない方　①日本国籍を有しない方

　　　　　　　　　②地方公務員法第 16条該当者

■受付期間

　8月 6日 ( 月 ) ～ 8月 31日 ( 金 )

　※土曜日・日曜日を除く 8時 30分から 17時まで

　※郵送の場合は 8月 31日（金）消印有効

第 1次試験（教養試験、体力試験）

■日程　　　平成 30年 10月 14日（日）

■会場　　　杵築市立宗近中学校（※体力試験は、消防本部で行います）

■試験案内　杵築市役所、日出町役場、杵築消防署、日出消防署、山香出張所で配布しています

　　　　　　※採用試験申込書は組合ホームページでも入手可

■問合先　杵築速見消防組合消防本部  総務課　☎ 0978-62-4334

杵築速見消防組合職員を募集します

学校閉庁日の実施について

　今年度から、町内の公立の幼稚園および小・中学校では、以下のとおり『学校閉庁日』を実施します。

　学校閉庁日を設けることで、省エネルギー対策を行うとともに、教職員の健康増進を図ることを目的としています。

　学校閉庁日には、学校に教職員が不在となりますので、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

■学校閉庁日　夏季休業期間中の８月 13日（月）～ 15日（水）の３日間

　　　　　　　※転出入の手続きや学校への相談、問い合わせはこの期間外にお願いします

　　　　　　　※緊急時は、学校教育課（☎ 73-3171）または教育総務課へご連絡ください

　　　　　　　※部活動は原則として行いません

■問合先　　　日出町教育委員会  教育総務課　☎ 73-3157
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図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■８月の休館日

　６（月）・13（月）・20（月）・27（月）

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）

○『ブーフーウー』による読み聞かせ

　日時：　８月 11 日（土）　11 時～ 11 時 30 分

　対象：　乳幼児～小学生

○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ

　日時：　８月 25 日（土）　11 時～ 11 時 30 分

　対象：　乳幼児

■図書館見学ツアー

　毎月行っていましたが、今年度から年２回程度に変更します。

『 老いる勇気』
岸
き し み

見  一
い ち ろ う

郎：著　　ＰＨＰ研究所：刊

　生きるということは歳をとるということであり、
人は誰でも老いと向き合って生きていかなければ
なりません。やがては誰もが必ず死を迎えるので
すが、この事実を変えることはできない。だから
こそ、私たち自身の意識を変えて、見方をほんの
少し変える勇気を持って今を幸せに生きよう、と
著者はこの本の中で訴えています。『老いる勇気』
をもらえる本です。

『しあわせの牛乳』
佐
さ と う

藤  慧
け い

：作　　ポプラ社：刊

　私たちが毎日のように口にする牛乳。その牛乳
がどうやって作られているか知っていますか？日
本のほとんどの牧場では、牛は狭い小屋の中で飼
われていますが、岩手県の『なかほら牧場』では、
牛たちは大自然の中で自由に暮らしています。「牛
たちがしあわせにくらしているからこそ、おいし
い牛乳がしぼれるんだ」「牛もしあわせ！おれもし
あわせ！」という中

な か ほ ら

洞さん。この本は、牛たちと
中洞さんの挑戦を描いた物語です。

『さよならともだち』
内
う ち だ

田  麟
り ん た ろ う

太郎：著　降
ふ り や

矢  なな：絵　偕成社：刊

　キツネ山で、楽しくすごしていた子ギツネ。りっ
ぱな大人になるために、いよいよ山をおりる日が
やってきました。あたらしい生活にどきどきわく
わくの子ギツネでしたが、ひとりになるとさびし
くてたまらなくなってしまって…。「さよならはさ
びしいばかりじゃないんだぜ」「さよならはであい
のはじまり」というオオカミやミミズクじいさん
の言葉に元気をもらえるお話です。

●行政相談
　場所 役場新館１階 相談室（会計課隣）
　日時 ８月７日（火）10時～ 15時
　 ９月４日（火）10時～ 15時
　問合先 総務課　☎ 73-3150
●消費生活相談
　場所 商工観光課（役場旧館２階）
　日時 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30分～ 17時
　※ 専門相談員の在席は、月・木曜日（休
庁日の場合は翌開庁日）の９時 30分
～ 16時 30分

　問合先 商工観光課　☎ 73-3158
●無料人権相談所
　相談先 大分地方法務局杵築支局
 ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時 第２火曜日（保健福祉センター）
 第４火曜日（役場 333 会議室）
 ※祝日の場合は休み
 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用 30 分につき 5,400 円
 ※ 収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
  　☎ 097-536-1458
●行政書士無料相談会
　（第２金曜日・申込不要）
　場所 333 会議室（役場新館 3階）
　日時 ８月 10 日（金）13時～ 16時
 ９月 14日（金）13時～ 16時
　問合先 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-0975（阿部）
●公証人による無料相談会
　（第 1水曜日・要申込）
　場所 333 会議室（役場新館 3階）
　日時 ８月１日（水）15時 30分～ 17時
 ９月５日（水）15時 30分～ 17時
　問合先 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888
※定期相談は P.25 にも掲載しています。
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７
月
の
は
じ
め
に
西
日
本
を

襲
っ
た
記
録
的
豪
雨
は
、
中
国
、

四
国
そ
し
て
九
州
北
部
地
方
な
ど

で
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥

福
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

７
月
５
日
か
ら
の
大
雨
警
報
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　

日
出
町
で
は
５
日
未
明
か
ら
弱

い
雨
が
降
り
は
じ
め
ま
し
た
。
県

内
で
は
５
日
昼
前
に
中
津
市
、
日

田
市
、
姫
島
村
に
大
雨
警
報
が
発

表
さ
れ
、
そ
の
後
他
の
市
町
に
も

対
象
が
広
が
り
、
６
日
８
時
19
分

に
は
日
出
町
に
も
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
役
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内
に
災
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対
策
連
絡
室
を
設
置
し
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担
当

職
員
が
情
報
の
収
集
に
あ
た
り
ま

し
た
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６
日
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時
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時
点
で
降
り
始
め

か
ら
の
累
積
降
雨
量
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㍉
、
最
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間
雨
量
は
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・
５
㍉
（
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台
）
を
記
録
し
て
い
ま
し
た
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い
雨
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度
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雨
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な
っ
て
い
ま
し
た
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梅
雨
前
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停
滞
し
て
お
り
今
後
５
〜
６
㍉

程
度
の
雨
で
も
そ
れ
が
降
り
続
く

と
、
７
日
明
け
方
ま
で
の
累
積
降

雨
量
が
２
０
０
㍉
を
超
え
る
お
そ
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が
あ
る
こ
と
、
土
壌
雨
量
指
数

（
こ
れ
ま
で
に
降
っ
た
雨
が
土
壌

中
に
水
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と
し
て
ど
れ
だ
け
溜

ま
っ
て
い
る
か
を
表
す
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の
）
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増
加
の
傾
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に
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
土
砂
災
害
発
生
の
可
能
性
が
高

ま
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
し
た
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そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
民
の

方
々
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

明
る
い
時
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帯
の
対
応
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必
要
と

判
断
し
、
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時
に
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岡
、
藤
原
両
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区
に
対
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避
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備
・
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齢
者
等
避
難
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発
令
し
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豊
岡
、
藤
原
両
地
区
公
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館
を
避

難
所
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。
町

民
の
方
々
へ
は
日
出
町
防
災
行

政
無
線
、
大
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県
安
全
・
安
心

メ
ー
ル
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緊
急
速
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、
報

道
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関
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ま
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避
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と
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設
し
ま
し
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そ
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後
は
、
想
定
よ
り
も
強
い

雨
（
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間
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〜
20
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）
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降
り
続

け
、
18
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洪
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警
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が
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砂
災
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戒
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報
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か
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の
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集
し
ま

し
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大
雨
の
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に
避
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判
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す
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速
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、
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の
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か

ら
、
12
時
５
分
に
避
難
勧
告
を
解

除
し
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
さ
れ

て
い
た
方
々
も
既
に
自
宅
に
戻
ら

れ
て
い
た
の
で
、
す
べ
て
の
避
難

所
を
閉
鎖
す
る
と
と
も
に
災
害
警

戒
本
部
を
災
害
対
策
連
絡
室
に
切

り
替
え
ま
し
た
。
今
回
の
避
難
勧

告
等
で
は
、
６
日
17
時
の
避
難
所

開
設
か
ら
閉
鎖
ま
で
の
間
に
10
世

帯
25
名
の
方
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
出
町
の
大
雨
警
報

は
、
８
日
18
時
47
分
に
解
除
さ
れ

た
た
め
、
そ
の
時
点
で
災
害
対
策

連
絡
室
を
解
散
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
雨
警
報
へ
の
対
応
で

も
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
延
べ
58
名
の
消
防
団

員
の
方
々
が
、
役
場
職
員
と
と
も

に
、
あ
る
い
は
単
独
で
、
災
害
が

懸
念
さ
れ
る
場
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル

や
警
戒
、
そ
し
て
現
地
確
認
に
奔

走
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
り

わ
け
、
青
柳
潤
治
消
防
団
長
を
は

じ
め
、
一
宮
、
一
岡
両
副
団
長
に

は
、
災
害
対
策
連
絡
室
を
設
置
し

た
６
日
の
午
後
以
降
、
役
場
と
連

携
し
な
が
ら
消
防
団
の
陣
頭
指
揮

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨

で
は
、
結
果
と
し
て
日
出
町
に
大

き
な
災
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
、

こ
れ
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
、
備
え

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町長室から
日出町長　本田 博文 第 16回
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★江口いとさんのこと

　この詩は、被差別部落に生まれた１人の女性
が、部落解放を願って詠んだ詩です。
　作者の江口いとさんは、1912 年に愛媛県の
被差別部落に生まれました。結婚してすぐに夫
を戦争で亡くしました。
　部落出身であることを理由に、いとさんだけ
でなく、子どもや孫たちも差別を受けるという
つらい経験をたくさんしてきました。仲良しの
友だちの誕生日会に招かれなかったお孫さんの
悲しみを詠んだ詩は歌にもなっています。
　いとさんは、差別を受けるなかで感じ取った
悲しみや憤り、苦悩や願いなどを多くの詩に託
しました。2009 年に 96 歳で亡くなりました。

★『部落差別解消推進法』について

　2016 年 12 月に『部落差別の解消の推進に関
する法律』が出されました。
　この法律は、社会から部落差別をなくすため
の法律です。
　今日に至るまで、依然として部落差別がなく
なっていないことを明確に述べて、昨今のイン
ターネットの普及により、差別や偏見の拡散が

こころのまど 部落差別を考える

私が蒔
ま

いた小さな種

江口　いと

人権コラム

住民課／生涯学習課

懸念されることなど、新しい差別の現実も課題
としてあげられています。
　部落差別問題は決して過去の問題ではありま
せん。部落差別をなくしていく運動は、私たち
の周りにある様々な人権問題の解決に深くつな
がっていきます。
　『差別をしない』『差別を許さない』ことは、
私たちの社会を住みやすくしていくためのお互
いの約束事だと言えます。

★育てるのは私たち

　いとさんが蒔いたこの種が、しっかりと根を
張り、たくさんの花を咲かせるよう、私たちは
育てていかねばなりません。
　きれいな花が咲くまでは、枯れてしまわない
ように水をやり、肥料を施して、まっすぐに育
てていくのが、あなたたち１人ひとりの役割で
すよと、この詩を通して、いとさんが語りかけ
てくれているように思います。

★『人権講演会』のご案内

　日出町では、８月の『差別をなくす運動月間』
に、毎年、人権講演会を開催しています。
　今年も以下のように実施いたします。
　多くの方々のご参加をお待ちしています。

『差別をなくす人権講演会』

■日時　８月 28日（火）10時～

■場所　中央公民館ホール

■講師　川口泰司さん

　        　（山口県人権啓発センター事務局長）

■演題　『寝た子』はネットで起こされる！？？

　　　　『部落差別解消推進法』施行と今後の課題
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健　康
子育て

＊診療時間 9時～ 17時
＊  町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

8月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

交流ひろばHiCaLi  一時託児室     
☎  72 - 6611

～９月の休日当番医～
 2日 吉岡内科医院 73-2787
 9日 鈴木病院 73-2131 
 16日 サンライズ酒井病院 72-2266
 17日 酒井医院 72-2624
23日 日出児玉病院 72-2724
24日 矢野小児科医院 72-1011
30日 鈴木病院 73-2131

～８月の休日当番医～
 5日 サンライズ酒井病院 72-2266
 11日 てしまこどもの杜クリニック 28-0870 
12日  さくら医院（皮膚科） 28-0777
 19日 金田耳鼻咽喉科医院 28-0810
26日 日出児玉病院 72-2724

　ふれあい食堂にこにこは、子どもと大人が気軽に集まり、一
緒にご飯を食べる食堂です。
　共働き家庭やひとり親家庭が増え、子どもを取り巻く環境が
変化するなかで、食事を通じて、子どもたちが気軽に立ち寄り、
また、お年寄りの方と楽しく安心して過ごせるふれあいの場で
す。

【第４回】
■日時　9月 8日（土）10 時 30 分～ 13 時（予定）　
■場所　川崎地区公民館
■対象者　
　川崎地区にお住まいの子ども（幼稚園児・小学生）および
　65 歳以上の方
■料金　1人 200 円
■定員　30 名（定員になり次第申し込みを終了します）
※事前の申し込みが必要です。申込締切日８月 30 日（木）まで。

詳細は下記までお問合せいただくか、町ホームページをご覧く
ださい。

■主催　日出町女性団体連絡協議会　　　
■事務局　総務課
■申込・問合先　☎ 73-3150

子どもとお年寄りの
ふれあい食堂にこにこ

９月は
川崎地区

●エコたわし教室【編み物全般】
　8月17日（金）13時～15時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●季節の折り紙教室【ギフトカードつくり】
　8月21日（火）10時～12時
　参加費100円（託児利用の方は無料）
●デコパージュ教室（石鹸orベル）
　8月25日（土）10時30分～12時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
※ベル希望の方は500円追加
※定員あわせて12名まで
※要予約　8月22日（水）締切

【運営】NPO法人パワーウェーブ日出

　離乳食に関する相談や、試食などを行う教室を開催します。
　『どうやって離乳食を始めたらいいの？』『離乳食の進め方が
わからない』という方は、ぜひお子さんと一緒に来られてみま
せんか。前回から引き続きの参加も大歓迎です。申し込み不要
です。

■日時　９月４日（火）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
※開始の５分前までにお越しください。
■場所　保健福祉センター　母子保健室
■内容　離乳食に関する講話、試食
■対象　離乳食期（１歳６か月頃まで）の子どもと保護者
　　　　（町内の方に限ります）
※ スプーンは準備していますが、使い慣れたスプーンやエプロ
ンが必要な方はご準備ください。
■問合先
　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177
※  当日連絡される場合は、☎ 73-1337（保健福祉センター）に
おかけください。

離乳食教室のお知らせ
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さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

●赤ちゃん広場（要申込･200円）
　8/6(月) ･9/3(月) 10時30分～

●すくすく☆成長の記録
　8/20(月) 10時～12時
●スマイル子育て相談会（中央公民館）
　8/23(木) 10時30分～12時
●  親子グループ活動　10時30分～
 0～1歳児 8/9(木)･21･28(火)

 2歳児 8/10･24･31(金)

 3～5歳児 8/8･22･29(水)

※ 初めての方も大歓迎。どなたでも参加可

能です。

日出町地域子育て支援センター
Ｈ
は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

● 子連れdeヨガ
　(子育て中のママ･要申込･300円)
　8/6(月) ･20(月) 11時～12時

● 親子リトミック教室 
　(乳幼児･要申込･ボール持参)

　8/7(火)11時～12時

● WAKUWAKUつみきくらぶ 
　8/22(水) 10時30分～12時

● 子育て講習会 
『親子で楽しむわらべうたお話会』
 　 わらべうたは、昔から歌いつがれてきた

もので心の離乳食ともいわています。お

子さんと一緒にわらべうたお話会でたの

しい時間を過ごしませんか？　

　(乳幼児の親子･要申込)

　8/23(木) 10時～12時

● 産後deヨガ (産後1年以内ママと赤ちゃん･
要申込･300円･バスタオル持参)

　8/27(月)11時～12時

● マタニティハンドメイド『てづくりスタイ』 
　 (妊娠中の方･要申込･300円)
　8/28(火) 10時～12時

日出町地域子育て支援センター

　H
は ぐ

UGくみ ８月の相談日

■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センターH

は ぐ

UGくみ　☎ 85-8820

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。お茶やお菓子を準備しております。費用は無
料です。お気軽にお越しください。
　毎月第１水曜日、第３木曜日に開催しています。

○８月 16 日（木）　10 時～ 12 時
　場所：交流ひろばHiCaLi 多目的室
○９月５日（水）　10 時～ 12 時
　場所：深見記念館（二の丸館横）

■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

①　保育コーディネーター相談日
　　　８月９日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：高月美穂氏（藤原子ども園主任保育士）
②　臨床心理士相談日
　　　８月 24 日（金）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：板井奈穂子（臨床心理士）
③　歯科衛生士相談日
　　　８月 30 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：山田良子（歯科衛生士） ※敬称略

日出町保健福祉センター
休館のお知らせ

　8月 11 日（土）から 12 日（日）にかけて、保健福祉センター
の特別清掃を行います。
　ご利用に際してご理解・ご協力をお願いします。
　8月 11 日（土）のトレーニングルームは利用できます。

※ 児童館、HUGくみ、貸館業務はお休みします。8月 12 日（日）
は全館休館とさせていただきます。

■問合先　福祉対策課　☎ 73-31

日出町児童館     ☎ 85 - 8820

※ ８月に開催されるイベントは、すでに申

込数が定員に達しました。
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子育てのための経済的支援について

■児童手当（所得制限あり）
○対象者
　 中学校終了前（15 歳到達後最初の３月 31 日まで）
の児童を養育している方

○支給額（月額）

０～３歳未満 15,000 円

３歳～小学校修了前
（第１子・第２子）10,000 円
（第３子以降）15,000 円

中学生 10,000 円

※所得制限超過の場合、児童１人につき 5,000 円支給

■子ども医療
　 対象者が医療機関にかかったときに、町が費用の一
部を助成します【保険診療分】
○対象者

未就学児 通院・入院

小中学生
通院・入院　
（通院は一医療機関ひと月あたり
1日 500 円× 4回まで自己負担有）

※いずれも町内在住であること

■児童扶養手当（所得制限あり）
○対象者
　 ひとり親家庭の児童（児童が 18 歳到達後最初の３月
31 日まで。ただし児童が政令で定める程度の障がい
を持つ場合は 20 歳まで）の父母または養育者
※ 父または母が政令で定める程度の障がいがあるとき
も対象となる場合があります

■特別児童扶養手当（所得制限あり）
○対象者
　 精神・心身に政令で定める程度の障がいを持つ児童
（満 20 歳まで）を監護する父母または養育者

■ひとり親家庭等医療費助成（所得制限あり）
　 対象者が医療機関にかかったときに、町が費用の一
部を助成します【保険診療分】
※親については一部自己負担があります
○対象者
①ひとり親家庭等の親
②ひとり親家庭等の親に監護されている児童
③父母のない児童
※いずれも町内在住であること
※  児童が 18 歳到達後最初の３月 31 日までの人が対象
です

各制度とも事前に申請が必要です！
●申請時、個人の状況に応じて必要な書類などがあります。
●手当は申請をした翌月分からの支給となります。申請がお済みでない方は早めに手続きをお願いします。
　詳しくは、以下までお問い合わせください。
■問合先　子育て支援課  子育て支援係　☎ 73-3177

平成 30年度児童扶養手当などの手当額

　児童扶養手当など下記の手当は、４月から下記のように手当額が変更となっています。所得制限があり、年に１回
の更新手続き（現況届）が必要です。

名　　称
手　当　額

（平成 30 年４月からの月額）

児童扶養手当
10,030 円～ 42,500 円

（第 2子以降の加算あり）

特別児童扶養手当（１級） 51,700 円

特別児童扶養手当（２級） 34,430 円

特別障害者手当 26,940 円

障害児福祉手当 14,650 円

福祉手当（経過措置分） 14,650 円

■問合先　子育て支援課  子育て支援係　☎ 73-3177

2018.8 ㉒2018.8㉓



けん診の耳より情報！

　日出町では、40 歳以上の方を対象に、特定健診（日出町国保加入者）とがん検診（日出町民）を実施しています。
　けん診を受診することで、早期発見につながり、医療費や死亡率を抑えられます。ご自身のために、家族のために、
年に１度はけん診を受けましょう。

耳より情報その１　医療費を抑えられます！

耳より情報その２　早期発見で治癒率アップ！

地区健診

日　程 場　所
健康

診査
肺 大腸 胃 子宮

乳
マンモ

300 円 300 円 900 円 800 円 700 円
9月　7日（金） 中央公民館 ● ● ● ● ● ●
9月 12 日（水） 白百合園  ※１ ●
9月 21 日（金） 保健福祉センター  ※２ ●
9月 29 日（土） 保健福祉センター ● ● ● ●
10 月 13 日（土） 川崎地区公民館 ● ● ● ●
11 月　6日（火） 保健福祉センター ● ● ● ● ● ●
11 月 21 日（水） 中央公民館 ● ● ● ● ○ ○
12 月　9日（日） 保健福祉センター ● ● ● ● ○ ○

「○」の子宮頸がん検診、乳がん検診は、女性スタッフにより実施いたします。
その他、町内の個別医療機関や健診センター等でも受診できます。
※詳しくは、町内スーパー等に設置してある「健康診査・がん検診のご案内」をご覧ください。

■問合先　健康増進課  国保医療係（特定健診）　☎ 73-3133
　　　　　　　　　　  長寿健康係（がん検診）　☎ 73-3130

がん検診は日出町に住民票がある方で 40 歳以上（子宮頸がんは 20 歳以上）の方は、下記料金で受けることができます。
健康診査は、ご加入の健康保険により異なります。30 歳以上の日出町国保の方は無料です。

受付時間　９時～ 10 時
※１受付時間　９時 30 分～ 10 時 30 分　　※２受付時間　10 時 30 分～ 11 時

　定期的に健診を受けている人は、受けていない人よりも生活習慣病等における医療費が低い傾向にあります。これは、
早期発見で治療費が抑えられたのはもちろん、健診を受けることでみなさんの健康に対する意識が高まったことが考
えられます。

１人平均の医療費でみると・・・（H29 年度の医療費分析より）

健診を受けている人
7,729 円 / 月

健診を受けていない人
35,760 円 / 月約５倍の差

地区健診
申込QRコード
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ひかえめ塩分じっこうしよう！
～節塩チェックシートを使ってみよう～

　自分がどれくらい食塩を摂取しているか
を知ることができるチェックシート『節塩
チェックシート』ができあがりました。

　下記の方へ節塩チェックシートの記入を
お願いしています。よろしくお願いいたし
ます。

① 住民の方で、健康診査、がん検診を受診
される方

② 1歳６ヶ月児健診受診の保護者の方

　節塩チェックシートをしてみたいという
方は、健康増進課までお問い合わせくださ
い。

　ご協力いただきました方には、その結果
とアドバイスを郵送させていただきますの
で、食生活に役立てていただけると幸いで
す。

※ 節塩チェックシートから算出される推定
食塩摂取量は、計算値であり、絶対値で
はありません。

■問合先　健康増進課　☎ 73-3130

　届出が必要な方には、７月末に案内文書を発送していますので、下記の期間中に届出をお
願いします。
　なお、期間中に届出がない場合には、手当や助成を受けられなくなることがありますので、
ご注意ください。
　　　　　　　　
■届出期間　①児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費
　　　　　　　８月１日（水）～ 24 日（金）８時 30 分～ 17 時（土・日を除く）
　　　　　　②特別児童扶養手当
　　　　　　　８月 10 日（金）～ 24 日（金）８時 30 分～ 17 時（土・日を除く）　　
　　　　　　☆①②休日受付　８月 19 日（日）８時 30 分～ 17 時
■受付場所　役場旧館１階　子育て支援課　子育て支援係
■申込・問合先　子育て支援課　子育て支援係　☎ 73-3177

児童扶養手当・特別児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費助成
現況届の提出をお願いします
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●家庭児童・母子婦人相談
　相談先 子育て支援課　☎ 73-3177
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
 　　　　（24時間 365 日受付）
●障がい児・者等支援相談
　相談先  社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　
 ☎ 75-7020
　相談先 児童発達支援センター『プリンちゃん』
 ☎ 28-0250
●障がい児・者生活支援相談
　相談先 太陽の家障害者生活支援センター
 ☎ 72-1682（８時～ 17時）
●障がいのある方の『親なきあと相談室』
　日時　　平日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　９時～ 17時
　場所　　渓泉寮けいせんプラザ
　問合先　大分県渓泉寮　☎ 72-1721
　※相談無料、事前の申込が必要です
●高齢者総合相談
　相談先 地域包括支援センター
 （健康増進課内）☎ 73-3115
●こころの相談会
　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）
　場所　　保健福祉センター
　日時　　８月８日（水）
　　　　　９月１日（土）・５日（水）
　※９月１日は、原則 40歳未満の方が対象
　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります
　※相談時間は１時間程度
　※相談日の２日前までに要申込

※定期相談はP.17 にも掲載しています。

トレーニングルームの
利用方法の変更について

（保健福祉センター・川崎体育館）

　トレーニングルームの安全管理および事故発生時の迅速な
対応のため、８月１日からトレーニングルームの利用方法が
変更になります（青字が変更部分）。

①トレーニングルームをご利用される方は、『トレーニング
ルーム使用許可申請書』を提出してください。
② 『トレーニングルーム利用者証』を発行いたしますので、
以降ご利用の際は利用者証を携帯してください。
※利用者証の他人への貸与・譲渡はできません。
③ 館内の券売機で利用券又は回数券を購入し、提出してくだ
さい
④トレーニングルーム利用者受付簿に記入ください。

※ トレーニングルーム利用時
は、運動しやすい服装（Ｔ
シャツ、短パン、ジャージ
など）を着用し、必ず室内
専用のトレーニングシュー
ズを履いてください（サン
ダルおよび裸足での利用は
できません）。

◎各施設の情報
■利用時間　８時 30 分～ 22 時
■休館日  　12 月 29 日～１月３日　
　　　　　（※８月 12 日（日）保健福祉センターのみ休館）
■利用料金　町内の方 210 円（回数券 12 枚つづり 2,160 円）

■問合先　保健福祉センター　☎ 73-1337
　　　　　川崎体育館　　　　☎ 28-0085

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

明るく元気な働きやすい職場です
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県
技
能
職
員
（
農
業
技
術
員
）

採
用
選
考

▼ 

受
付
期
間　

８
月
20
日

（
月
）
〜
９
月
７
日
（
金
）

▼ 

選
考
試
験
実
施
日

○
第
１
次
試
験

　

10
月
14
日
（
日
）

○
第
２
次
試
験

　

11
月
21
日
（
水
）・
22
日
（
木
）

※ 

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

県
庁
受
付
な
ど
で
配
布
の
選

考
要
領（
県
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先

　

県
人
事
課
人
事
制
度
班

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
１
２

県
職
員
（
児
童
自
立
専
門
員
・

無
線
技
術
士
）
採
用
選
考

▼ 

受
付
期
間　

８
月
17
日

（
金
）
ま
で

▼
第
１
次 

選
考
日

　

９
月
16
日
（
日
）

※ 

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

県
庁
受
付
な
ど
で
配
布
の
選

考
要
領（
県
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先

募  

集

　

 

県
人
事
委
員
会
事
務
局
公
務

員
課
任
用
給
与
班

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
２
２

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

県
職
員
採
用
選
考

▼
職
種
・
採
用
予
定
者
数

　
 

一
般
事
務
２
名
、
教
育
事
務

１
名
、
警
察
事
務
２
名

※ 
職
種
は
第
３
志
望
ま
で
選
択

可
（
た
だ
し
、
点
字
に
よ
る

出
題
を
希
望
す
る
方
は
、
警

察
事
務
を
志
望
で
き
ま
せ

ん
）

▼
受
験
資
格

① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方

② 

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行

が
可
能
な
方

③ 

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

④ 

活
字
印
刷
文
ま
た
は
点
字

（
一
般
事
務
ま
た
は
教
育
事

務
に
限
る
）
に
よ
る
出
題
に

対
応
で
き
る
方

▼
受
付
期
間

　

 

８
月
27
日
（
月
）
〜
９
月
14

日
（
金
）

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
次
試
験
日
・
会
場

　

10
月
14
日
（
日
）
大
分
県
庁
舎

▼
試
験
の
方
法

○
第
１
次
試
験

　

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

○
第
２
次
試
験

　

 

作
文
試
験
、
適
性
検
査
、
面

接
試
験

▼
問
合
先

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
１
２

若
年
性
認
知
症
と
向
き
合
う

子
ど
も
世
代
の
講
演
会
・
つ
ど
い

▼ 

日
時　

９
月
１
日
（
土
）

　

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

県
庁
舎
新
館
14
階

　

大
会
議
室 

▼ 

参
加
料　

無
料

▼ 

若
年
性
認
知
症
の
子
ど
も
世

代
の
つ
ど
い
（
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
内
、
託
児
あ
り
） 

▼ 
申
込
・
問
合
先　

県
高
齢
者

福
祉
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
９
５

一般曹候補生、自衛官候補生、
航空学生を募集します

■受付期間
○一般曹候補生・航空学生
　７月１日（日）～９月７日（金）
○自衛官候補生
　年間を通じ行っています
■問合先
　募集コールセンター　☎ 0120-0

まもろう

6 3
みんなのくに

7 9 2

詳細はHPで

法律面・経営面から
あなたの事業をサポートします

TEL ０９７７－７６－５０６３
別府市元町１９番１０号　別府ビル３０５（ゆめタウン別府そば）

永澤・正岡法律事務所

弁　　護　　士 　　　永澤　史貴
弁護士・中小企業診断士　正岡　　諭

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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自
死
遺
族
の
つ
ど
い

▼ 
対
象　

大
切
な
方
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼
日
時　

９
月
６
日
（
木
）

　

 

14
時
〜
16
時
（
受
付
13
時
30

分
〜
）

▼ 

場
所　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
分
市
）

▼ 

内
容　

参
加
者
の
気
持
ち
の

分
か
ち
合
い
を
し
ま
す

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
締
切

　

８
月
30
日
（
木
）
ま
で

▼
問
合
先

　

 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
１
２

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
希
望
者
説
明
会

　

日
出
町
在
住
の
60
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
し
た
入
会
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
毎
月
第
２
・

第
４
火
曜
日
に
開
催
。
申
込
は

不
要
で
す
。

▼ 

日
時　

８
月
14
日
（
火
）・

28
日
（
火
）
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所

　

 

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
日
出
郵
便
局
隣
）

▼
対
象

○
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
方

○ 

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ

れ
る
方

▼ 

問
合
先　

日
出
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

第
４
回
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
演
劇
祭

演
劇
作
品
制
作
・
上
演
劇
団
募
集

▼
開
催
日
時

　

 

平
成
31
年
２
月
９
日
（
土
）

〜
11
日
（
月
・
祝
）

▼
募
集
数

　

 

４
団
体
を
予
定
（
応
募
多
数

の
場
合
は
書
類
選
考
）

※ 

１
団
体
に
つ
き
上
限
50
万
円

（
条
件
あ
り
）
の
制
作
補
助

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

９
月
17
日
（
月
・
祝
）
必
着

▼
そ
の
他

　

 

条
件
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

１
階
総
合
受
付
ま
た
は
日
出

町
役
場
町
民
ホ
ー
ル
な
ど
に

備
え
付
け
の
募
集
要
項
（
大

分
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼ 

助
成　

平
成
30
年
度
文
化
庁

文
化
芸
術
創
造
拠
点
形
成
事
業

▼ 

問
合
先　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル

ト
ホ
ー
ル
大
分

☎
０
９
７
‐
５
７
６
‐
８
８
７
７

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

８
月
９
日
（
木
）・

23
日
（
木
）　

10
時
〜
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼ 

場
所　

深
見
記
念
館

▼ 

定
員　

各
７
名

▼
予
約
・ 

問
合
先

　

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

大分県奨学会
高等学校等予約奨学生の募集
　平成 31 年４月に高等学校および高等専門学
校、専修学校高等課程へ進学することを希望し
ている方を対象に予約奨学生を募集します。

■募集期間
　 ７月上旬～９月中旬（在学する中学校を通じ
て行います）

■貸与期間
　 平成 31 年４月から在学する正規の標準修業
年限の終わる月まで

■貸与額
　 月額が選択できます（卒業後返還しなければ
なりません）

※ 詳しくは、中学校の先生または以下までお問
い合わせください。

■問合先
　（公財）大分県奨学会　☎ 097-506-5620

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時　

８
月
17
日
（
金
）

　

14
時
〜
16
時

▼ 

場
所　

交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ

ａ
Ｌ
ｉ

▼ 

対
象　

が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼ 

内
容　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ

▼ 

問
合
先　

が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　
『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
く
し

て
働
き
方
改
革
は
成
ら
ず
！
〜
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り

に
向
け
た
組
織
的
意
識
改
革
〜
』

と
題
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
（
県
雇
用
労
働
政
策
課
主
催
）。

講  

座

定
員（
１
０
０
名
）に
な
り
次
第
、

受
付
を
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

開
催
日
時

　

８
月
27
日
（
月
）
14
時
〜

▼ 

場
所　

九
州
労
働
金
庫
大
分

支
店
５
階
会
議
室

▼
講
師

　
 

武
藤
桐
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

福
岡
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
所
）

▼
講
演
内
容

① 
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
に
つ
い
て

② 

大
分
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
に
つ
い
て

③ 

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
県
職
員
に

よ
る
個
別
相
談
会
を
実
施

▼
申
込
方
法

　

 

大
分
県
Ｈ
Ｐ
の
申
込
フ
ォ
ー

ム
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
電
話

※ 

電
話
で
の
申
込
は
、
申
込

フ
ォ
ー
ム
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
で
の
申
込
が
で
き
な
い
場

合
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

８
月
21
日
（
火
）

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
期

限
到
来
後
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先

　

 

県
労
働
政
策
課
労
働
相
談
・

啓
発
班

FAX
０
９
７
‐
５
０
６
‐
１
７
５
６

Emaila14580@
pref.oita.lg.jp

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
５
３

公
共
職
業
訓
練
（
11
月
受
講
生
）

　

再
就
職
へ
の
希
望
と
決
意
と
希

望
を
胸
に
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大

分
の
６
カ
月
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
募
集
科
名

　

 

機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科
、
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

科
、
溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、

設
備
技
術
科

▼ 

訓
練
期
間　

11
月
２
日

（
金
）
〜
平
成
31
年
４
月
26

日
（
金
）

▼ 

募
集
期
間　

８
月
20
日

（
月
）
〜
９
月
28
日
（
金
）

※ 

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
を
９
月
18

日
（
火
）
に
行
い
ま
す
。

※ 
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

全国一斉
『子どもの人権 110 番』強化週間

　ひとりで悩まず、ぜひお話を聞かせてください。秘密は守ります。

■日時　　８月 29 日（水）～９月４日（火）
○平日　　８時 30 分～ 19 時
○土・日　10 時～ 17 時
■電話番号　0120-007-110（全国共通・無料）
※ IP 電話からは接続できません。
※  IP 電話の方は、097-532-3368（法務局人権擁護課）をご利用く
ださい。

■相談内容
　 学校における『いじめ』や体罰、児童虐待など、子どもの人権
に関すること全般

■問合先　大分地方法務局人権擁護課　☎ 097-532-3368
※ 大分地方法務局では、平日 8時 30 分から 17 時 15 分まで、相
談専用電話『子どもの人権 110 番』（☎ 0120-007-110）により、
常時相談に応じておりますので、お気軽にご相談ください。

サンライズ酒井病院／72-2266
72-5770コー ルセンター ／

★ ★

整形外科・脳神経外科・内科・外科・リハビリテーション科・リウマチ科
土曜日も
通常診療

子宮がん検診、乳がん検診、骨粗鬆症検診を行っています。

乳がん検診は毎日行っています。
子宮がん検診（毎週月曜日・金曜日）は女性医師

乳がん検診は毎日行っています。
脳ドック・人間ドック・企業健診▶月～土曜日
協会けんぽ健診 ご本人とご家族も対象！

お気軽にお問合せを
児玉　孝仁

平下　有香

毎週金曜日

毎週火曜日

　金曜日以外でも検査可能です。（木曜日は除く）

　大分大学医学部附属病院　所属

　日本人の死因の上位に入る胃がんや、最近多くなった大腸がんを早期に発見するた
めに、がん年齢と言われる40歳以上の方は、定期的な検査をお勧めします。（火曜日は
女性医師）

■内視鏡検査のご案内

　病院に通う交通手段に困っている。あるいは体の不自由で通院が難しいなど、お困り
の場合はご相談下さい。医師と看護師がご自宅までお伺いし、計画的に診療いたします。

■訪問診療いたします

医師名 曜　日 備　考

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼ 

募
集
締
切　

８
月
24
日（
金
）

【
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
④
】

▼ 

日
時

　

 

９
月
７
・
14
・
21
・
28
（
金
）

　

10
時
〜
12
時

▼
受
講
料

　

３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼ 

日
時　

９
月
６
日
・
20
日

（
木
）
13
時
〜
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

お
う
ち
で
出
来
る
簡
単
ヨ
ガ

　

動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無

料
。
申
込
不
要
。

▼ 

日
時　

８
月
16
日
（
木
）

　

14
時
〜
15
時
30
分

▼ 

場
所　

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

▼ 

対
象　

患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

 
▼  
問
合
先　

が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　

交
通
事
故
の
被
害
者
、
加
害

者
な
ど
を
対
象
に
、
人
身
事
故

や
物
損
事
故
な
ど
交
通
事
故
の

相
談
を
、
電
話
や
面
談
で
応
じ

相  

談

ま
す
。

▼ 

相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

▼ 

時
間　

８
時
30
分
〜
12
時
、

13
時
〜
17
時
15
分

▼
場
所　

大
分
県
庁
別
館
５
階

▼
問
合
先　

県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

心
の
相
談
・
物
忘
れ
相
談

　

県
東
部
保
健
所
で
は
、
専
門

医
師
に
よ
る
医
療
相
談
お
よ
び

保
健
師
に
よ
る
保
健
福
祉
に
関

す
る
相
談
日
を
設
け
、
認
知
症

や
そ
の
他
の
精
神
保
健
医
療
福

祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
毎
月
第
２
火
曜

日
）。

▼ 

相
談
日　

８
月
14
日
（
火
）

　

15
時
30
分
〜

※ 

前
週
ま
で
に
電
話
予
約
が
必

要
で
す
。

▼
相
談
内
容

　

 

精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神
保

健
医
療
福
祉
に
関
す
る
相
談
、

認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

▼ 

問
合
先

　

県
東
部
保
健
所
（
別
府
市
）

☎
67
‐
２
５
１
１

別府湾ロイヤルホテル

国道10号
歩道橋 →日出中心部

→仁王

←大分

↑黒岩グラウンド

JR豊後豊岡駅

豊岡小 第二谷口歯科
松屋寺

GS

老人ホーム希空

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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渓
泉
寮
供
養
盆
踊
り
大
会

　

今
年
度
も
恒
例
の
『
供
養
盆

踊
り
大
会
』
を
以
下
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま

の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼ 

日
時　

８
月
21
日
（
火
）

　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

○
物
故
者
供
養
法
要

　

18
時
30
分
〜

○
供
養
盆
踊
り
大
会

　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

▼
大
分
県
渓
泉
寮
グ
ラ
ウ
ン
ド

※ 

雨
天
時
に
は
体
育
館
に
て
実

施
し
ま
す
。

▼ 

踊
り　

二
つ
拍
子
、
三
つ
拍

子
、
新
日
出
音
頭

※ 

盆
踊
り
終
了
後
、
花
火
大

会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
も
開

催
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

大
分
県
渓
泉
寮

☎
72
‐
２
５
２
１

そ
の
他

　６月 18 日に発生した大阪府北部を震源とする地震によるブロック塀の倒壊被害を受け、塀の安全
対策について、学校の塀に限らず広く一般の建築物を対象に、建築物の既設の塀の安全点検のための
チェックポイントを国が作成しました。
　ブロック塀等の所有者は、このチェックポイントを用いて安全点検を行い、点検の結果、危険性が
確認された場合には、付近通行者への速やかな注意表示、補修・撤去などをお願いします。

ブロック塀等の所有者による安全点検について

【国土交通省作成】

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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敬老（喜寿・米寿）のお祝いについて
　町では、多年にわたり社会に貢献された方々を敬愛し、長寿をお祝
いするため、お祝い品をお贈りしています。

■ 今年度の対象者
○  喜寿（77 歳）　昭和 15 年 10 月１日から昭和 16 年９月 30 日までに
生まれた方

○  米寿（88 歳）　昭和４年 10 月１日から昭和５年９月 30 日までに生
まれた方

※対象となる方には、８月上旬に文書でお知らせします。
※  ９月中旬から住民登録のある住所地にお祝い品を発送する予定です
ので、10 月になっても届かない場合には、お問い合わせください。

■ 問合先　福祉対策課  地域福祉係　☎ 73-3121

お
誕
生
お
め
で
と
う

（  

）
内
は
保
護
者
名
・
区
名

（  

）
内
は
行
年
・
区
名

※
６
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

武
野　

司
平 

（
86 

是
城
）

畑
中
フ
サ
子 

（
87 

法
花
寺
）

三
原　

聡
子 

（
46 

団
地
北
）

甲
元　

美
帆 

（
41 

西
八
日
市
）

森
田　

靖
美 

（
82 

上
仁
王
）

阿
南　

司 

（
88 

中
部
）

柏
木　

亨 

（
50 

西
小
深
江
）

行
部
ユ
キ
ヱ 

（
97 

内
野
）

福
良
ミ
チ
コ 

（
88 

原
山
）

原
田
フ
ミ
ヨ 

（
94 

原
山
）

渡
邉　

邦
夫 

（
93 

真
那
井
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数 12,299 （－ 1） － 1
人　口 28,475 （－ 5） － 63
 男 13,699 （＋ 4） － 19
 女 14,776 （－ 9） － 44
 南端 281 （ 0） 
 豊岡 7,162 （－ 10） 
 日出 5,982 （＋ 5）
 藤原 3,866 （＋ 1）
 川崎 6,075 （＋ 2）
 大神 5,109 （－ 3）
 （　） 内は前月比
  内は平成 30 年４月１日比　

平成 30年７月１日現在の
住民基本台帳の登録人口

小
田　

悠ゆ
う
た太 

（
樹
範
・
舞  

中
の
二
）

黒
田　

樹
い
つ
き  

（
遼
介
・
舞
子  

影
の
木
）

鹿
島　

豊と
う
ま生  （
知
幸
・
智
栄
実  

西
の
三
）

森　
　

洸こ
う
す
け佑  （
龍
也  

佐
尾
）

佐
藤　

俊し
ゅ
ん
た太 

（
良
太
・
杏
奈  

上
仁
王
）

伊
藤　

麻ま

お桜  （
寛
了
・
麻
由
美  

東
仁
王
）

工
藤　

涼す
ず
は葉  （

裕
樹  

則
次
）

猪
ノ
口
結ゆ
づ
き月  （
翔
太
・
優
美  

平
原
）

田
浦　

雄ゆ
う
だ
い大 

（
健
志
郎
・
有
希
子  

内
野
）

川
本　

羽は

る留 

（
和
輝
・
愛
理
沙  

内
野
）

枝
村　

紬つ
む
ぎ生 

（
和
也
・
幸
子  

内
野
）

佐
藤　

汰た
い
す
け丞 

（
弘
樹
・
恭
子  

上
深
江
）

◎ 
お
詫
び
と
訂
正

　

 

７
月
号
の
当
欄
に
お
い
て
、
新
生
児

の
お
名
前
に
誤
記
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
以
下
の
と
お
り
訂
正
し
、
謹
ん

で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）
川
野　

紘ゆ
う
き輝 （
公
彰  

中
部
）

（
正
）
川
野
　
紘こう
き輝 （

公
彰  

中
部
）

（
敬
称
略
）

二の丸館 イベント情報

中央公民館ホールイベント情報

8 月 18 日（土）13 時～ 15時
福田さんワークショップ（折り紙
クラフト）　500 円

８月９日（木）10 時～ 11時 30分
コープおおいたワークショップ
（300 円～ 500 円、親子で参加）

８月 11日（土）10 時～ 11時 30分
日出中学校吹奏楽部定期演奏会
（無料、観覧可）

８月 28日（火）10 時～ 11時 30分
差別をなくす人権講演会
（無料、観覧可）

９月２日（日）12 時～ 16時
日出町カラオケ愛好会連盟発表会
（無料、観覧可）

社 会 福 祉 法 人 み の り 村
●ショートステイ
●デイサービスセンター
●ホームヘルパー
●ケアプランセンター
●介護・福祉タクシー
●配食サービス
●交流サロン「福ろう」

特別養護老人ホーム

杵築市日野1921-15☎０９７８-６２-２９７０【地域と共に生きる】
※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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日出町の夏を締めくくる『納涼盆踊り大会』を開催します。
たくさんのご来場をお待ちしております。

■臨時駐車場　　役場職員駐車場、役場来庁者駐車場
■踊りの内容　　二つ拍子、三つ拍子、六調子、左衛門踊り
■問　合　先　　日出町商工会　☎ 72-2232

糸ヶ浜ビーチフェスタ 2018 参加者募集！
燃える試合が糸ヶ浜を熱くする！！
恒例の『糸ヶ浜ビーチフェスタ』を以下のとおり開催します。ビーチサッカーとビーチバレーの２種目で
大会を行います。たくさんのご参加をお待ちしています。
受け付けは先着順ですので、お早めにお申し込みください。大会は少雨決行、荒天中止です。

■申込方法
　 申込書に必要事項を明記し、郵送・FAX・E-mail のいずれかでお申し込みください。
※申込書は、ひじまち観光情報公式サイト『HIJINAVI』からダウンロードしてください。
■申込締切　　　９月 16 日（日）必着
■その他　　　　競技内容や出場資格などの詳細は、HPでご確認ください。
■申込・問合先　日出町観光協会　☎ 72-4255　　FAX  72-9044
　　　　　　　　E-mail　kankou-kyoukai.hiji@fuga.ocn.ne.jp
　　　　　　　　住所　〒 879-1506　日出町 1612 番地１　二の丸館内

■ビーチサッカー大会【９月 29日（土）】
クラス 募集チーム数 参加料
一般

（競技系・エンジョイ系）
８チーム

女子 ４チーム 3,000 円

ジュニア ６チーム

【時間】９時 40 分～ 18 時　（受付：９時～）

■ビーチバレーボール大会【９月 30日（日）】
クラス 募集チーム数 参加料

２人制
（男女別）

16 チーム
（男女各８チーム） 2,000 円

４人制
（男女混成）

48 チーム
（上級・一般の部） 3,000 円

【時間】９時 40 分～ 16 時　（受付：８時 20 分～）
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